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1.  平成23年8月期第1四半期の連結業績（平成22年9月1日～平成22年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年8月期第1四半期 3,998 △20.3 △201 ― △165 ― △149 ―
22年8月期第1四半期 5,018 12.0 △119 ― △94 ― △150 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年8月期第1四半期 △1,147.88 ―
22年8月期第1四半期 △1,161.67 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年8月期第1四半期 29,808 15,302 51.3 117,638.97
22年8月期 30,237 15,682 51.8 120,602.91

（参考） 自己資本   23年8月期第1四半期  15,279百万円 22年8月期  15,664百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年8月期 ― 1,800.00 ― 1,800.00 3,600.00
23年8月期 ―
23年8月期 

（予想）
1,800.00 ― 1,800.00 3,600.00

3.  平成23年8月期の連結業績予想（平成22年9月1日～平成23年8月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計)

14,654 △5.0 703 △28.1 761 △26.4 398 △16.9 3,065.08

通期 36,196 3.8 2,607 0.9 2,733 1.1 1,614 10.5 12,433.57



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続
は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実
な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としており、実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4 「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年8月期1Q 133,893株 22年8月期  133,893株
② 期末自己株式数 23年8月期1Q  4,012株 22年8月期  4,012株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年8月期1Q 129,881株 22年8月期1Q 129,881株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、緩やかな回復局面から、円高の進行、新興国経済の成長率鈍化

や政策効果の反動減などによる生産の減少、輸出の伸び悩みがみられるなど、景気回復感の乏しい状況で推移しまし

た 。 

 当不動産業界におきましては、平成22年11月の新設住宅着工戸数が6ヶ月連続で増加となり、足元では持ち直しの

動きがみられましたが、雇用情勢や個人所得に大きな変化はみられず厳しい状況が続いております。 

 このような事業環境のもと、当社グループの中核事業である戸建住宅事業では、「地域密着型営業」「コミュニケ

ーションとコンサルティングを重視した営業」を基本として「欲しい家より持てる家」をコンセプトに快適な住空間

の提供に努め、受注の拡大を図ってまいりました。 そうした中で、当第１四半期連結会計期間における当社グルー

プの売上高は39億98百万円（前年同期比20.3％減）、営業損失は2億1百万円（前年同期は1億19百万円の営業損

失）、経常損失は1億65百万円（前年同期は94百万円の経常損失）、四半期純損失は1億49百万円（前年同期は1億50

百万円の四半期純損失）となりました。 

  

セグメントの業績は次のとおりであります。 

①戸建住宅事業  

  戸建住宅事業は土地付オーダーメイド住宅、戸建住宅の施工・販売を行っており、中でも土地付オーダーメイド住

宅は、良質な土地にお客様のニーズに合った住宅を建設するもので、お客様の満足度も高く、当社グループの中核を

占めております。   

 当第１四半期連結会計期間の売上高は29億29百万円、営業損失は2億35百万円となりました。 

  

②マンション事業  

 マンション事業は連結子会社においてマンションの施工・販売を行っており、当第１四半期連結会計期間の売上高

は1億86百万円、営業損失は85百万円となりました。 

  

③一般請負工事事業  

 一般請負工事事業は連結子会社において建築工事、土木工事及び管工事などの請負を行っており、当第１四半期連

結会計期間の売上高は8億48百万円、営業利益は66百万円となりました。 

  

④その他の事業  

 その他の事業はお客様に「住まい」を提供する過程で必要となる不動産仲介や測量などを行う事業であります。当

第１四半期連結会計期間の売上高は33百万円、営業損失は7百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産 

 当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べて4億29百万円減少し298億8百万円と

なりました。主な要因は、現金預金30億29百万円の減少、受取手形・完成工事未収入金等1億9百万円の減少、たな卸

資産27億3百万円の増加等によるものであります。 

  

②負債 

 当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べて50百万円減少し145億5百万円となり

ました。主な要因は、支払手形・工事未払金等11億28百万円の減少、未払法人税等7億45百万円の減少、未成工事受

入金12億45百万円の増加、短期借入金などの有利子負債が6億88百万円増加したこと等によるものであります。 

  

③純資産 

 当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べて3億79百万円減少し153億2百万円

となりました。主な要因は、四半期純損失1億49百万円、剰余金の配当2億33百万円により利益剰余金が減少したこと

等によるものであります。 

  

④キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」と言う。）は、前連結会計年度末に比べ

34億65百万円減少し、75億27百万円となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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 当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動による資金の減少は33億79百万円（前年同期は15百万円の資金の増加）となりました。主な増加要因は、

未成工事受入金の増加額12億45百万円であり、主な減少要因は、たな卸資産の増加額27億3百万円、仕入債務の減少

額11億28百万円、法人税等の支払額7億72百万円であります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動による資金の減少は5億41百万円（前年同期は76百万円の資金の減少）となりました。主な減少要因は、

定期預金の純増加額4億36百万円、投資有価証券の取得による支出55百万円、無形固定資産の取得による支出37百万

円であります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動による資金の増加は4億55百万円（前年同期は17億94百万円の資金の減少）となりました。主な増加要因

は、短期借入金の純増加額9億88百万円であり、主な減少要因は、長期借入金の純減少額1億32百万円、社債の償還に

よる支出1億67百万円、配当金の支払額2億33百万円であります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 現時点においては、平成22年10月15日に公表しました業績予想に変更はありません。  
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

（一般債権の貸倒見積高の算定方法） 

 当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が、前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

る場合には、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

（固定資産の減価償却費の算定方法） 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によって

おります。 

（繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法） 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度末において使用した将来の業績予想やタックス・プラン

ニングを利用する方法によっております。 

  

②特有の会計処理 

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準に関する事項の変更  

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用して

おります。 

なお、これによる営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微であります。  

  

②表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、

当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。   

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年８月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 9,174,670 12,204,579

受取手形・完成工事未収入金等 696,608 805,890

販売用不動産 2,561,933 2,669,339

開発事業等支出金 12,530,522 10,349,434

未成工事支出金 1,366,026 735,498

材料貯蔵品 8,256 8,666

その他 700,844 789,272

貸倒引当金 △9,000 △9,000

流動資産合計 27,029,863 27,553,682

固定資産   

有形固定資産 1,722,260 1,693,130

無形固定資産 271,204 252,136

投資その他の資産   

投資有価証券 358,982 305,691

その他 445,607 452,532

貸倒引当金 △19,531 △19,531

投資その他の資産計 785,058 738,691

固定資産合計 2,778,523 2,683,958

資産合計 29,808,386 30,237,640

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 1,611,394 2,740,230

短期借入金 7,127,000 6,138,500

1年内返済予定の長期借入金 623,000 708,000

1年内償還予定の社債 165,000 332,000

未払法人税等 53,538 798,802

未成工事受入金 2,593,886 1,347,911

引当金   

賞与引当金 213,383 121,251

完成工事補償引当金 17,325 17,100

偶発損失引当金 57,600 57,600

引当金計 288,309 195,951

その他 707,425 956,605

流動負債合計 13,169,554 13,218,001

固定負債   

長期借入金 610,300 658,000

引当金   

退職給付引当金 75,869 76,038
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年８月31日) 

役員退職慰労引当金 231,496 223,503

引当金計 307,365 299,542

資産除去債務 34,855 －

その他 383,335 379,879

固定負債合計 1,335,856 1,337,421

負債合計 14,505,411 14,555,423

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,216,965 3,216,965

資本剰余金 2,382,913 2,382,913

利益剰余金 9,982,388 10,365,262

自己株式 △283,071 △283,071

株主資本合計 15,299,196 15,682,070

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △20,128 △18,044

評価・換算差額等合計 △20,128 △18,044

新株予約権 23,907 18,190

純資産合計 15,302,974 15,682,217

負債純資産合計 29,808,386 30,237,640
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年９月１日 
 至 平成22年11月30日) 

売上高 5,018,649 3,998,185

売上原価 4,134,886 3,161,151

売上総利益 883,762 837,033

販売費及び一般管理費 1,003,219 1,038,227

営業損失（△） △119,456 △201,193

営業外収益   

受取利息 1,197 1,659

受取配当金 240 240

契約解約金 16,600 5,547

その他 40,377 56,109

営業外収益合計 58,414 63,556

営業外費用   

支払利息 32,680 28,006

その他 1,216 －

営業外費用合計 33,896 28,006

経常損失（△） △94,939 △165,644

特別利益   

固定資産売却益 473 －

役員退職慰労引当金戻入額 － 1,715

特別利益合計 473 1,715

特別損失   

固定資産除売却損 304 9

投資有価証券評価損 4,990 －

偶発損失引当金繰入額 57,600 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5,791

特別損失合計 62,894 5,800

税金等調整前四半期純損失（△） △157,359 △169,730

法人税等 △6,480 △20,641

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △149,088

四半期純損失（△） △150,879 △149,088
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年９月１日 
 至 平成22年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △157,359 △169,730

減価償却費 24,245 38,067

株式報酬費用 718 5,716

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5,791

賞与引当金の増減額（△は減少） 101,040 92,132

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 257 224

退職給付引当金の増減額（△は減少） △10,783 △169

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10,494 7,992

偶発損失引当金の増減額（△は減少） 57,600 －

受取利息及び受取配当金 △1,437 △1,899

支払利息 32,680 28,006

有形固定資産売却損益（△は益） △473 －

有形固定資産除却損 304 9

投資有価証券評価損益（△は益） 4,990 －

売上債権の増減額（△は増加） 12,388 109,281

たな卸資産の増減額（△は増加） △821,325 △2,703,799

仕入債務の増減額（△は減少） △695,485 △1,128,835

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,707,013 1,245,975

その他 59,959 △106,456

小計 324,828 △2,577,690

利息及び配当金の受取額 643 515

利息の支払額 △39,823 △30,560

法人税等の支払額 △269,782 △772,217

営業活動によるキャッシュ・フロー 15,865 △3,379,952

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △154,748 △1,106,285

定期預金の払戻による収入 105,809 670,212

有形固定資産の取得による支出 △15,069 △21,396

有形固定資産の売却による収入 1,019 －

無形固定資産の取得による支出 △18,400 △37,650

投資有価証券の取得による支出 △600 △55,992

貸付金の回収による収入 133 53

その他 5,090 10,014

投資活動によるキャッシュ・フロー △76,763 △541,044
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年９月１日 
 至 平成22年11月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,406,000 2,841,000

短期借入金の返済による支出 △3,189,000 △1,852,500

長期借入れによる収入 984,000 137,300

長期借入金の返済による支出 △594,400 △270,000

社債の償還による支出 △167,000 △167,000

配当金の支払額 △233,785 △233,785

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,794,185 455,014

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,855,084 △3,465,982

現金及び現金同等物の期首残高 8,124,064 10,992,983

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,268,980 7,527,001
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該当事項はありません。  

  

  

[事業の種類別セグメント情報]  

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年９月１日 至 平成21年11月30日）        （単位：千円）

 （注）１ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な商品等 

（１）住宅事業     土地付オーダーメイド住宅、戸建住宅、マンションの施工・販売 

（２）一般請負工事事業 建築工事、土木工事、管工事の請負 

（３）その他の事業   不動産仲介、測量 

３ 会計処理の方法の変更 

  前第１四半期連結累計期間（自 平成21年９月１日 至 平成21年11月30日） 

 （工事契約に関する会計基準） 

 「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」の「会計処理基準に関する事項

の変更」に記載のとおり、従来、完成工事高の計上は、請負金額１億円以上かつ工期１年超の工事については工

事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、当第１四半期連結会計期間から

「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を適用し、平成21年９月１日以降に着手した工

事から、当第１四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進

行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 

 この変更により、「一般請負工事事業」において、売上高は19,569千円増加し、営業利益は730千円増加して

おります。 

  

[所在地別セグメント情報]  

 前第１四半期連結累計期間（自 平成21年９月１日 至 平成21年11月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な支店がないため、該当事項はありません。 

[海外売上高] 

 前第１四半期連結累計期間（自 平成21年９月１日 至 平成21年11月30日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

項目 住宅事業 
一般請負

 工事事業 
その他の事業 計 消去又は全社 連結

売上高及び営業損益                                    

売上高                                    

（１）外部顧客に対する 

売上高 
 3,989,224  990,438  38,986  5,018,649  －  5,018,649

（２）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 189,721  －  6,158  195,879  (195,879)  －

計  4,178,945  990,438  45,144  5,214,528  (195,879)  5,018,649

営業利益又は営業損失（△）  △206,851  47,636  24,116  △135,097  15,640  △119,456
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[セグメント情報]  

 １．報告セグメント概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

 当社グループは戸建住宅事業、マンション事業、一般請負工事事業、不動産仲介や測量などの事業を行ってお

り、当社及び連結子会社（５社）が、単一又は複数の事業について、それぞれ戦略の立案を行い、事業を展開して

おります。 

 したがって、当社グループの報告セグメントは、当社及び連結子会社の各会社を基礎とした事業別のセグメント

から構成されており、「戸建住宅事業」、「マンション事業」、「一般請負工事事業」の３つを報告セグメントと

しております。なお、経済的特徴が概ね類似している事業セグメントを集約しております。 

  

各報告セグメントの主要な事業内容は以下のとおりであります。  

  

 ２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年９月１日 至 平成22年11月30日）        （単位：千円） 

 （注）１ 「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産仲介、測量等を含

んでおります。 

    ２ セグメント利益又はセグメント損失の調整額 千円には、セグメント間取引消去 千円、棚卸資産

の調整額 千円が含まれております。 

    ３ セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

   

 ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

  （追加情報）  

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日）を適用しております。  

  

該当事項はありません。  

 戸建住宅事業  土地付オーダーメイド住宅、戸建住宅の施工・販売 

 マンション事業  マンションの施工・販売 

 一般請負工事事業  建築工事、土木工事及び管工事の請負 

  

報告セグメント
その他の
事業 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３ 

戸建住宅 
事業 

マンション
事業 

一般請負
工事事業 

計

売上高                 

外部顧客への売上高  2,929,662 186,902 848,346 3,964,911 33,273  3,998,185  － 3,998,185

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
 － － 239,067 239,067 16,982  256,050  △256,050 －

計  2,929,662 186,902 1,087,413 4,203,979 50,256  4,254,235  △256,050 3,998,185

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
 △235,534 △85,706 66,770 △254,470 △7,129  △261,599  60,406 △201,193

60,406 79,449

△19,043

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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（１）生産、受注及び販売の状況  

 ①生産実績 

 当第１四半期連結会計期間における生産実績を建設実績として、セグメントごとに示すと次のとおりでありま

す。 

建設実績 

 （注）１ 上記金額はすべて原価により表示しております。 

２ 上記金額には土地仕入高を含めて表示しております。 

３ その他の事業につきましては建設実績として表示することが適切でないため、記載を省略しております。 

  

 ②受注実績 

 当第１四半期連結会計期間における受注高及び受注残高をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

受注高 

 （注） その他の事業につきましては受注高として表示することが適切でないため、記載を省略しております。 

  

受注残高 

 （注） その他の事業につきましては受注残高として表示することが適切でないため、記載を省略しております。 

４．補足情報

セグメントの名称 

当第１四半期連結会計期間
（自 平成22年９月１日 
至 平成22年11月30日） 

金額（千円） 前年同四半期比（％）

戸建住宅事業  4,521,254  －

マンション事業  185,823  －

一般請負工事事業  1,158,283  －

合計  5,865,361  －

セグメントの名称 

当第１四半期連結会計期間
（自 平成22年９月１日 
至 平成22年11月30日） 

金額（千円） 前年同四半期比（％）

戸建住宅事業  7,682,430  －

マンション事業   601,293  －

一般請負工事事業  1,022,084  －

合計  9,305,808  －

セグメントの名称 

当第１四半期連結会計期間
（自 平成22年９月１日 
至 平成22年11月30日） 

金額（千円） 前年同四半期比（％）

戸建住宅事業  16,126,210  －

マンション事業   496,174  －

一般請負工事事業  1,371,666  －

合計  17,994,051  －
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 ③販売実績 

 当第１四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 （注）１ その他の事業は、不動産仲介及び測量などであります。 

２ 相手先別の総売上実績に対する割合で、10％以上を占める相手先はありません。 

  

 ④売上高の季節的変動について 

 当社グループの戸建住宅事業は、顧客への引渡しが第２四半期及び第４四半期に集中する傾向があります。 

 そのため、売上高に季節的変動が見られ、第２四半期及び第４四半期に高くなる傾向にあります。 

  

セグメントの名称 

当第１四半期連結会計期間
（自 平成22年９月１日 
至 平成22年11月30日） 

金額（千円） 前年同四半期比（％）

戸建住宅事業  2,929,662  －

マンション事業   186,902  －

一般請負工事事業  848,346  －

その他の事業  33,273  －

合計  3,998,185  －
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